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・例会変更
委員会報告
・会員誕生日祝
　柴崎　　晟君　　小野垣義男君　　小林　　彌君
　西野　　宏君　　池田　貴明君　　横田　雅則君
　𠮷本　賢二君

・配偶者誕生日祝
　折田　慶太君　　船渡川信幸君　　清水　雄至君
　池田　貴明君
・結婚記念日祝
　君島　准逸君
　

・出席率100％
　西野　　宏君

・ニコニコＢＯＸ
堀口　芳明君（ペガサス応援ありがとう）
柴崎　　晟君（優勝日本一おめでとう）
泉　　省平君（　　　　 〃 　　　　）
高橋　正光君（ペガサス優勝おめでとう！）
高橋　正光君（10月結婚記念日祝）
白石　隆夫君（深澤さんを歓迎して）
八木建司朗君（10月配偶者誕生日祝）
齋藤　達雄君
柴崎　　晟君（会員誕生日祝）
小野垣義男君（　　 〃 　　）
西野　　宏君（　　 〃 　　）
池田　貴明君（　　 〃 　　）
横田　雅則君（　　 〃 　　）
𠮷本　賢二君（　　 〃 　　）
船渡川信幸君（配偶者誕生日祝）
清水　雄至君（　　　〃　　　）
池田　貴明君（　　　〃　　　）
君島　准逸君（結婚記念日祝）

会　　　長　豊　泉　君　代
幹　　　事　小野垣　義　男
クラブ会報委員長　安　藤　　　淳
第　２　週　2018年11月９日（金）
例　　　会　毎週金曜日　　12時30分
例　会　場　ホワイトイン高崎
事　務　所　高崎市本町144-1
　　　　　　光明第７ビル202号室

ＴＥＬ　027－328－3371
ＦＡＸ　027－328－3372
http://www.takasakisymphony-rc.org
E-mail:sym@po.wind.ne.jp

事 務 局 員　浅　見　洋　子
本日のプログラム　ゲスト卓話
 群馬書道大賞受賞　書道家　星野聖山氏
ロータリーソング　我等の生業

第 1032 回例会報告
第１週　11月２日（金）

ゲスト卓話 ｢キリバスの栄養改善活動｣
2015年ＪＩＣＡキリバス栄養士隊員

安中市立松井田小学校　栄養教諭　深澤恵美氏

御来訪者　２名
2015年ＪＩＣＡキリバス栄養士隊員　深澤恵美様
ピアノスクールメヌエット　代表　大久保伊津美様
出席報告

会 員 数 ４４　名
出席計算人数 ４４　名
本 日 出 席 者 ３５　名
本 日 出 席 率 ７９．５５％
先々週出席率 ８１．８２％

幹事報告
・ガバナー月信11月号（テーブル毎）
・Rotary Club of Wahiawa-Waialua週報10/26
・神戸東灘ＲＣ週報
・第19回少年少女合唱団群馬県フェスティバル御
招待状（藤岡ＲＣ）
・第16回児童養護施設ミニサッカー大会新聞記事
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・ロータリー財団ＢＯＸ
　宮田　正枝君　　柴崎　　晟君　　小野垣義男君
　泉　　省平君　　島﨑　真澄君　　三浦　敦朗君
　白石　隆夫君
・米山奨学会ＢＯＸ
　柴崎　　晟君　　豊泉　君代君　　長井　典夫君
　君島　准逸君　　高橋　正光君
・広報委員会（ロータリーの友11月号）
・友好クラブ委員会　神戸東灘ＲＣ訪問に関して、
本日新幹線・宿泊費などのご請求書をご参加の方
にお渡しさせていただいております。来週には集
合時間や注意事項、観光の詳細等送らせて頂きま
すのでよろしくお願い申し上げます。
理事会報告　第４回定例理事会
・指名委員会メンバーの件
　豊泉君・手島君・長井君・船渡川君・浦野君・齋
藤君・𠮷本君の７名。委員長は𠮷本君で承認。
・下期プログラムの件
　2018年５月のゲスト卓話は、未定のため検討願
います。その他承認。
・姉妹クラブWahiawa-Waialua RC週報送付の件
　Wahiawa-Waialua RCのＨＰから日本語のプリン
トアウトが出来るので皆さんに方法をお話しする
こととする。
・お慶びごとの件　　結婚記念日などについて検討
次回例会予告
　11月11－12日　　
　　友好クラブ神戸東灘ロータリークラブ訪問
　11月23日（金）　祝日の為休会
　11月30日（金）　通常例会
　　　　　　　　　クラブ協議会　下期に向けて

鹿沼東ＲＣに
　　メイクアップ

 金　子　秀　隆

　10月10日、鹿沼東ロータリークラブの例会にメ
イクアップして参りましたので、ここに御報告しま
す。『ロータリーの友』の野崎編集長からご案内を
受けて、事務局の浅見さんにメイクアップの手続き
をお願いしました。当日の会場には次の様な案内が
ありました。

米山月間　米山奨学会創設功労者　古澤丈作翁追想
「伯父　古澤丈作の想い出」語り手　古澤　せい様

　この日は、古澤翁生誕の地である西方町で、レス
トラン稲安にての移動例会でした。そこに伊東Ｄ
Ｇ、栃木ＰＧ、八木ガバナー補佐、長地区米山委員
長、鈴木宇都宮西ＲＣ会長、池澤鹿沼あわのＲＣ会
長等々、私も含め12名がメイクアップしました。
　古澤丈作は、東京高等商業（一橋大学）を卒業後、

大倉財閥に入りロンドン駐在員を経て系列の日清製
油（日清オイリオ）の大連工場を任され専務取締役
となります。昭和金融恐慌の為、業績が悪化し専務
を辞し取締役として再建に取り組みました。業績の
回復をみて帰国、東洋モスリンの専務となりました。
　古澤とロータリーとの出会いは大連でした。業績
の悪化した会社に融資をしたのが、米山梅吉が率い
る三井信託でした。また、中国大陸に日系ロータリー
クラブ設立という動きの中、候補地となったのが大連
でした。古澤は大連ＲＣ創立副会長となったのでした。
　ちなみにこの時の会長は松岡洋右満鉄副総裁でし
た。このクラブで古澤は、「事業の人に先立ちて道
義の人たるべし」で始まる『大連宣言』を考案しま
す。これは、職業奉仕の心得として大連のみならず
戦前のロータリアンが愛唱されたそうです。
　大連を離れると東洋モスリン専務として東京ＲＣ
に入会します。終戦後、東京ＲＣが復活するとリ
チャーターメンバーとして再入会し1952-53年度会
長を務めました。このとき米山奨学会の原型である
米山基金が提唱されました。
　こうして古澤は、戦前は『大連宣言』において職
業奉仕に、戦後は「米山基金」を提唱することで国
際奉仕において日本ロータリー史に足跡を残したの
でした。
　当日のお話は、姪御の古澤せい様が、伯父丈作の
戦前東京時代以降のお話をなさって下さいました。
貴重な写真がスライドとして写され、イギリス仕込
みのエピソードなども聞かせていただきました。例
会終了後、徒歩ですぐのところにある御生家の敷地
も見学させてもらい、貴重な体験ができました。

平成30年11月１日　上毛新聞掲載


